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男
女
が
共
に
輝
く
社
会
の
た
め
に

　

新
入
学
を
間
近
に
控
え
、
新
し

い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
希
望

に
満
ち
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

か
け
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ラ

ン
ド
セ
ル
と
い
え
ば
、
少
し
前
ま

で
は
男
の
子
は
黒
、
女
の
子
は
赤

と
決
ま
っ
た
よ
う
に
選
ん
で
い
た

も
の
で
す
が
、
今
で
は
い
ろ
ん
な

色
や
形
の
も
の
が
店
頭
に
並
び
、

性
別
に
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

好
き
な
も
の
を
選
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。

　

職
業
に
お
い
て
も
、
女
性
の
仕

事
と
考
え
て
い
た
看
護
や
保
育
の

職
場
で
男
性
を
、
ま
た
バ
ス

や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
を
し
て

い
る
女
性
を
見
か
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
男
女
と
い
う

性
別
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
社

会
の
シ
ス
テ
ム
と
意
識
が
少

し
ず
つ
変
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
に
お
い
て
、
男
女
が

性
別
に
関
係
な
く
働
い
て
い

ま
す
。　
　

　

市
で
は
、
男
女
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
伊

賀
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

総
合
的
、
計
画
的
に
取
り
組
む
た

め
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
３

月
に
「
伊
賀
市
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
で
は
、「
行
政
の
役
割
」「
市

民
・
事
業
者
の
役
割
」
を
明
確
に

し
、
よ
り
一
層
、
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
協
働
し
、
豊
か
で
活
力
の
あ

る
伊
賀
市
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
各
地
で
、
人
権
啓
発

地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、「
女
性

は
地
区
の
役
員
を
引
き
受
け
て
く

れ
な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
女
性
の

参
加
者
か
ら
は
、「
家
事
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
夜
の
会
議

に
出
る
の
が
大
変
だ
」「
朝
早
い

か
ら
夜
遅
い
の
は
困
る
」
と
、
女

性
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る

現
実
が
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た

「
女
だ
か
ら
」「
女
の
く
せ
に
」

と
い
う
言
葉
も
出
て
き
ま

す
。
女
性
も
男
性
も
、
お
互

い
を
尊
重
し
つ
つ
、
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
し
て
、
対
等
に

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ず
私

た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
見
直
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

男
女
の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

は
、
文
化
や
社
会
の
中
で
作
ら

れ
て
き
た
昔
か
ら
の
「
あ
た
り
ま

え
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
「
あ
た

り
ま
え
」
は
、
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
、
お
互
い
の
考
え
を
尊
重
し
な

が
ら
、
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
青
山
支
所
人
権
同
和
課
）
■このコラムは毎回いろいろなテーマで人権についてお話しています。
　ご意見などは本庁人権政策課 ☎ 22-9631　 jinken@city.iga.lg.jp へ
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図書館だより図書館だより
西柘植公民館図書室

３月の読み聞かせ

開催日 会場・時間 催　物
5 日

（水）
ふるさと会館いが小ホール
　午前 10 時～ 1 時間程度 絵本の時間

8 日
（土）

上野図書館 2階視聴覚室
　午後 2 時～ 30 分程度

おはなしの会
小さい子むき

16 日
（日）

阿山公民館図書室読み聞かせ室
　午前 10 時 30 分～ 30 分程度
＊読み手　おはなしボランティアグループ「はあと＆はあと」

読み聞かせの会

18 日
（火）

阿山公民館図書室読み聞かせ室
　午前 10 時 30 分～ 30 分程度
＊読み手　おはなしボランティアグループ「はあと＆はあと」

読み聞かせの会

19 日
（水）

上野図書館 2階視聴覚室
　午後 3 時～ 30 分程度
＊読み手　おはなしボランティアグループ「よもよも」

えほんの森

22 日
（土）

大山田公民館図書室おはなしの部屋
　午前 10 時 30 分～ 20 分程度
＊読み手　おはなしボランティアグループ「きらきら」

おはなしたいむ

22 日
（土）

上野図書館 2階視聴覚室
　午後 2 時～ 30 分程度

おはなしの会
大きい子むき

26 日
（水）

青山公民館図書室絵本のコーナー　
　午前 10 時 30 分～ 30 分程度

大きな絵本の
読み聞かせ会

　★絵本の読み聞かせや
　　　　紙芝居、手遊びなどをします。

■ 上野図書館☎ 21-6868
■ 西柘植公民館図書室（ふるさと会館いが内）☎ 45-9122
■ 島ヶ原公民館図書室（島ヶ原会館内）☎ 59-2291
■ 阿山公民館図書室（あやま文化センター内）☎ 43-0154
■ 大山田公民館図書室（大山田教育センター内）☎ 47-1175
■ 青山公民館図書室（青山公民館内）☎ 52-1110

■一般書
『いのちの王国』（乃

のなみ

南アサ／著）
　作家・乃南アサが、北から南まで 18 の動物園・水
族館を巡った記録。メディアでよく紹介される北海道の
旭山動物園のほか、近畿・東海の動物園なども紹介さ
れています。作家らしい観察眼で語られる文章と、動
物たちの写真を楽しめる「動物園案内」です。
『困ったとき、とっさのときの赤ちゃん救急BOOK』
（原

はらみつひこ

光彦／監修）
　生まれてから３歳ごろまでの幼児を対象に、病気の
症状別対処法、事故やケガに対応する救急マニュアル、
予防接種や検診についてわかりやすくまとめてありま
す。
■児童書
『社会の不思議　だれが決めたの？』（橋

はしづめだいさぶろう

爪大三郎／著）
　「社会のしくみ」について、不思議に思ったことはあ
りませんか？「戦争はなぜなくならないの ?」など、答
えを見つけることがむずかしい問題について、いっしょ
に考えてみましょう。小・中学生のための「社会科」
の本ですが、大人が読んでも面白い本です。
『あのころ、先生がいた。』（伊

い と う ひ ろ み

藤比呂美／著）
　著者が小学生から高校生のころに出会った、個性あふれる先生たち。その思い出を、ユーモ
アを交えて語っています。この本は「よりみちパン！セ」というシリーズの１冊です。中学生・
高校生の皆さんにおすすめしたいシリーズです。
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し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
（
ホ
ル
モ
ン
剤
）

内
服
お
よ
び
点
眼
薬
な
ど
は
、
花

粉
症
に
劇
的
な
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
反
面
、
緑
内
障
な
ど
の
重
篤

な
副
作
用
が
発
現
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
以
外
の

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
薬
で
は
単
剤

投
与
だ
け
で
は
な
く
、
作
用
が
異

な
る
薬
物
を
組
み
合
わ
せ
す
る
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
処
方
す
る

事
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
花
粉
飛
散
が
予
想
さ
れ
る

約
２
週
間
前
か
ら
、
抗
ア
レ
ル
ギ

ー
点
眼
薬
を
開
始
す
る
と
症
状
の

緩
和
が
期
待
出
来
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考

に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

自
身
で
行
っ
て
い
る
花

粉
症
対
策
と
薬
物
療
法
の

効
果
を
と
も
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

花
粉
症
は
社
会
活
動
を
著
し
く

制
限
さ
せ
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

症
状
に
応
じ
た
適
切
な
治
療
を

選
択
す
る
た
め
に
も
、
お
困
り
の

方
は
主
治
医
の
眼
科
の
先
生
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

厳
し
い
寒
さ
だ
っ
た
今
年
の
冬

も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
待
ち
通
し

か
っ
た
春
は
も
う
間
も
な
く
で

す
。
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
楽
し

い
お
花
見
、
旅
行
は
控
え
て
・・・

と
な
ら
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
健

康
を
願
っ
て
い
ま
す
。

眼
科
部
長　

中
世
古
幸
成

　3 月 3 日といえば『ひな祭り』をまず思い浮かべま
すが、『耳の日』でもあるのです。『耳の日』は、昭和
29 年に制定されました。
　普段、あまり気にしないかもしれませんが、耳は音
を聞くだけでなくいろいろな役割があります。
■耳の役割
①音を聞く②音の方向や距離を知る③平衡感覚など体
のバランスをとる④気圧の変化を調整するなど普段は
気づきにくいですが、耳には大切な役割があります。
■耳
みみあか

垢について
　耳垢は、耳の中の皮

ひ ふ

膚からでてくる分泌液と、垢や
ほこりなどが混じって固まったものです。
　耳垢が乾燥しているか、湿っているかは、耳の中の
皮膚から出てくる分泌液の量の違いです。
■耳垢の役割
①鼓膜や耳の中の乾燥防止②感染防止作用（耳垢の中
には免疫に関係する成分が含まれていて抗菌作用がありま
す）③昆虫の侵入防止（耳垢には、若干のにおいや味が
あるため、耳の中に昆虫が侵入するのを防ぎます）
■耳そうじについて
　耳垢の溜まるところの皮膚はとても薄いので、鋭いもの
や固いものでこすると傷つきやすくなります。また傷口か
ら細菌が入り炎症を起こしてしまう恐れもあります。
★耳が少し湿っているほうが、耳を傷つけずそうじしやす

いので、お風呂上りが適しています。★そうじの回数は、
多くても週 1 回程度が目安です。
そうじ不足だと、聞こえが悪くなったり「耳

みみあかそくせん

垢塞栓」
という病気になりやすくなったりします。
　また、そうじをしすぎると耳の中の皮膚の保護がで
きず、「外

がいじどうしっしん

耳道湿疹」などの病気になることもあります。
★耳そうじの仕方
竹製の耳かきの場合　小さいヘラ状の先端部分で耳の
中をなでるようにします。耳かきを奥までいれすぎた
り、指に力をいれすぎたりすると、竹という比較的か
たい材質ですので、耳の中を傷つけることがあります。
綿棒の場合　竹の耳かきにくらべ、やわらかく耳を傷
つけることが少ないです。
　お風呂上りに耳の入り口をなでるようにしてそうじ
しましょう。また、綿棒をベビーオイルなどで少し湿
らせて使うと、刺激も少なく耳垢も上手にとれます。
　しかし、耳垢が溜まってしまった場合に綿棒を使う
と、逆に耳垢を耳の奥へ押し込んでしまうことがあり
ますので注意しましょう。
■耳にも休息を
　毎日、テレビ・ラジオ、様々な音楽や騒音が耳に入
ってくる環境で生活しています。大きな騒音や音量を
大きくしてテレビや音楽などを聞き続けている人は、
神経が過剰に刺激されて耳鳴りが残ったり、聴力が低
下したりすることがあります。
　忙しい毎日でもたまには、水の流れや虫の声が聞こ
えるような自然の中に身を置いてみたりして、耳を休
ませましょう。

  本庁健康推進室　保健師　中村有日子

3月 3日は
『耳の日』

　

花
粉
症
の
患
者
数
は
、
戦
後
に

大
量
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
の
多
く
が

花
を
着
け
る
年
齢
に
達
し
た
事
に

よ
り
、
近
年
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
眼
科
ア
レ
ル
ギ
ー

研
究
会
か
ら
「
ア
レ
ル
ギ

ー
性
結
膜
疾
患
の
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
近
年
刊

行
さ
れ
、
今
回
の
お
話
は

そ
れ
を
参
照
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ル
フ
ケ
ア
に
関
し
て
は

次
の
項
目
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴
花
粉
症
防
御
用
メ
ガ
ネ
の
装
用

⑵
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
可
能
な

限
り
装
用
中
止

⑶
人
工
涙
液
に
よ
る
洗
眼

⑷
花
粉
が
付
着
し
や
す
い
ウ
ー
ル

な
ど
の
衣
類
を
避
け
、
滑
り
の
よ

い
衣
類
の
着
用

　

濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
眼ま
ぶ
た瞼
の
上

か
ら
冷
や
す
事
も
、
炎
症
を
沈
静

化
す
る
目
的
で
効
果
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
は

薬
物
療
法
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

最
近
多
種
類
の
薬
物
が
登
場
し
、

治
療
の
選
択
肢
が
以
前
よ
り
も
増

花
粉
症
に
つ
い
て


